






































































































































































































































































































































（J.H.Pestalozzi ,1746 ～ 1827） やフレーベル
（F.froebel, 1782 ～ 1852）に共通し、20 世紀の児
童中心主義につながっている。以下に、近代の
教育思想家で教育学について理論的に深く考察



























































































































































































































































































































































































の ‘ 手段 ’ と見做す「社会のための学術」に直結
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